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大
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中
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目

小
項
目

項目 計画改定時点
目標

＜令和５年度＞
現状値

達成状況
（％）

がん相談支援センターの
認知度

６０％
（平成29 年度）

増加する
５８％

（令和2年度）
やや悪化

がん相談支援センターの
相談件数

６４,５５７件
（平成27 年1 月1 日～12

月31 日）
増加する

４９，７３３件
（H30.1.1～12.31）

未評価
（特殊事情あ

り）

がん相談支援センター
利用者の満足度

９１％
（平成29 年度） 増加する

８５％
（令和2年度）

やや悪化

県は、ピア・サポーターを育成し、フォローアップ研修等を通じて、
ピア・サポーターの資質の向上に努めます。

また、県がんセンターと連携してがん診療連携拠点病院や患者
サロン等でのピア・サポーターの活動の場を拡大します。

県

　千葉県がんピア・サポーター養成研修を5回開催、現在実習生を含め117名の
ピア・サポーターが活動している。
ピア・サポーターズサロンちばでは、令和2年8月から新型コロナウイルス感染症
の影響により、リモート開催へと切り替え、「千葉県がんセンター　千葉県地域統
括相談支援センター」を事務局に、月に2日開催している。

　新型コロナウイルス感染症による影響を踏まえたうえでの今後の対応を検討し
ていく必要があることから、引き続き、リモートによるサロンを開催していくととも
に、対面によるサロンの再開も検討し、リモートと両方を活用しながら、さらに幅
広く多くの患者に対応していき、サロンの充実を図る。

県及びがん診療連携拠点病院は、患者会・患者サロンの広報を
します。

県
拠点病院

　現在15か所のがん診療連携拠点病院等で患者サロンを実施しており、千葉県
ホームページ、千葉県がん情報「ちばがんなび」、がんサポートブックにて、患者
会・患者サロンについて周知している。

　引き続き、千葉県ホームページ、千葉県がん情報「ちばがんなび」、がんサ
ポートブックにて、患者会・患者サロンについて周知をしていく。また、千葉県が
ん情報「ちばがんなび」の認知度の向上に努める。

県は、患者会等が行うがん患者支援に資する自主的な活動に協
力します。

県

　がん患者とその家族が必要な支援を受けられる社会の実現を目指して開催さ
れている「千葉県がん患者大集合」にて、県では毎年協働で取り組んでおり、そ
の他の患者会等が行うがん患者支援に資する自主的な活動に対しても後援や
共催等、取り組みに協力している。

　引き続き、患者会等が行うがん患者支援に資する自主的な活動に対しても後
援や共催等によって、協力していく。

県及び千葉県地域統括相談支援センターは、「千葉県がん情報
ちばがんなび」「千葉県がんサポートブック」について、国、国立が
ん研究センターがん対策情報センター、医療機関、市町村、患者
会等と連携し、情報をさらに充実させ発信します。

県
がんセンター

　国、国立がん研究センターがん対策情報センター（現：がん対策研究所）、医
療機関、市町村、患者会等と連携し、「千葉県がん情報 ちばがんなび」にて掲載
している情報の充実等に随時取り組むとともに、毎年「千葉県がんサポートブッ
ク」を発行し、関係機関へ配布している。

　引き続き、国、国立がん研究センターがん対策研究所、医療機関、市町村、患
者会等と連携し、「千葉県がん情報 ちばがんなび」にて掲載している情報の充
実等に随時取り組むとともに、「千葉県がんサポートブック」を発行し、関係機関
へ配布していく。

県及び千葉県地域統括相談支援センターは、「千葉県がん情報
ちばがんなび」「千葉県がんサポートブック」のさらなる周知を行い
ます。

県
がんセンター

　千葉県ホームページにて、「千葉県がん情報 ちばがんなび」「千葉県がんサ
ポートブック」について紹介するとともに、「千葉県がんサポートブック」の作成後
は、関係機関を通じて患者等に配布するなど、認知度の向上に努めている。

　「千葉県のがん対策に関するアンケート」において、「千葉県がん情報 ちばが
んなび」について、知らないと回答した方の割合が2割程度だが増加傾向ではあ
ることから、県民への認知度を向上させるよう、効果的な周知を行っていく必要
がある。引き続き、千葉県ホームページにて、「千葉県がん情報 ちばがんなび」
「千葉県がんサポートブック」について紹介するとともに、「千葉県がんサポート
ブック」の作成後は、関係機関を通じて患者等に配布する。また、「千葉県がん
情報 ちばがんなび」においては、地域住民やがん患者のニーズに合わせた情
報をさらに充実させ、発信していく。

県及びがん診療連携拠点病院は、がん治療に伴う、外見（アピア
ランス）の変化や治療等にかかる経済的な問題、がん治療中の食
欲低下や体力回復に向けた食生活支援等の、がん患者・経験者
のＱＯＬ向上に向けた情報を、「千葉県がん情報 ちばがんなび」や
がん診療連携拠点病院のホームページ等で発信します。

県
拠点病院

　がん治療に伴う、外見（アピアランス）の変化や治療等にかかる経済的な問
題、がん治療中の食欲低下や体力回復に向けた食生活支援等の、がん患者・
経験者のＱＯＬ向上に向けた情報を、「千葉県がん情報 ちばがんなび」やがん
診療連携拠点病院のホームページ等で発信している。

　引き続き、がん治療に伴う、外見（アピアランス）の変化や治療等にかかる経
済的な問題、がん治療中の食欲低下や体力回復に向けた食生活支援等の、が
ん患者・経験者のＱＯＬ向上に向けた情報を、「千葉県がん情報 ちばがんなび」
やがん診療連携拠点病院のホームページ等で発信していく。

目標に対する進捗状況

千葉県がん対策推進計画の取組　（がんとの共生　令和３年９月末時点）

患者の生活を支援する情報の提供

ピア・サポーターの育成・活用

②
情
報
提
供
の
充
実

「千葉県がん情報 ちばがんなび」、「千葉県がんサポートブック」の周知と充実

施策の体系

　
⑵
相
談
・
情
報
提
供
・
患
者
の
生
活
支
援

課題及び今後の取組取組状況施策の方向 実施主体

がん相談支援センターの周知と充実

ピア・サポーターの活動の
場

１４病院でサロン開催
（平成29 年度）

増加する
１４病院

（令和元年度）
ほぼ横ばい

「千葉県がん情報 ちば
がんなび」の認知度の増

加

３
 
が
ん
と
の
共
生

①
相
談
支
援
の
充
実

　県は、がん相談支援センターの周知を支援します。 県

　千葉県ホームページ、千葉県がん情報「ちばがんなび」、がんサポートブックに
おいてがん相談支援センターについて紹介するとともに、各がん診療連携拠点
病院においては、院内の各所に相談支援センターの案内を掲示する等、認知度
の向上に努めている。

　病院を受診する早期の段階で、がん相談支援センターの案内を行うこと、ま
た、気軽に利用できることを認知していただく必要があることから、引き続き、千
葉県ホームページ、千葉県がん情報「ちばがんなび」、がんサポートブックにお
いてがん相談支援センターについて紹介するとともに、各がん診療連携拠点病
院においては、院内の各所に相談支援センターの案内を掲示する。また、「ちば
がんなび」の認知度の向上に努める。

１７％
（平成29 年度）

増加する
１９．３％

（令和2年度）
概ね順調
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小
項
目

項目 計画改定時点
目標

＜令和５年度＞
現状値

達成状況
（％）

目標に対する進捗状況

千葉県がん対策推進計画の取組　（がんとの共生　令和３年９月末時点）

施策の体系

課題及び今後の取組取組状況施策の方向 実施主体

厚生労働省千葉労働局が中心となって設置している「千葉県地
域両立支援推進チーム」等と協働しながら、患者・家族、企業、医
療従事者等に対し、就労支援に関する情報を提供していきます。

県
拠点病院等

　千葉県ホームページ、「千葉県がん情報 ちばがんなび」にて情報を掲載すると
ともに、「千葉県がんサポートブック」にて、就労支援のページを新たに作成し、
患者・家族、事業者、医療従事者等に対し、就労支援に関する情報を提供して
いる。

　引き続き、「千葉県地域両立支援推進チーム」等と協働しながら、「千葉県がん
情報 ちばがんなび」にて情報を掲載するとともに、、「千葉県がんサポートブッ
ク」を用いて、患者・家族、事業者、医療従事者等に対し、就労支援に関する情
報を提供していく。

患者・家族に限らず、誰でも相談できる窓口として、がん診療連
携拠点病院等に設置されているがん相談支援センターを、事業者
の相談窓口として、千葉産業保健総合支援センターの周知を図っ
ていきます。

県
拠点病院等

　事業者の相談窓口として、千葉県ホームページ、千葉県がん情報「ちばがんな
び」、がんサポートブックにおいてがん相談支援センターについて紹介するなど、
千葉産業保健総合支援センターについて周知を図っている。

　気軽に利用できることを認知していただく必要があることから、引き続き、千葉
県ホームページ、千葉県がん情報「ちばがんなび」、がんサポートブックにおい
て紹介していく。また、「ちばがんなび」の認知度の向上に努める。

平成２８年３月に公表した「がん患者の就労支援に関する情報提
供書」及びリーフレット「がんと診断されても、すぐに仕事を辞めな
いで」について、活用促進のために周知を図ると共に、より活用さ
れやすいものとなるよう、活用状況による改善等に取り組んでいき
ます。

県

　「がん患者の就労支援に関する情報提供書」及びリーフレット「がんと診断され
ても、すぐに仕事を辞めないで」については、千葉県ホームページにて周知を
図っている。また、リーフレット「がんと診断されても、すぐに仕事を辞めないで」
は、令和2年度に内容を更新し、関係機関へ配布した。

情報提供書については、活用が進んでいないことから、認知度の向上及び活用
の促進を図る。

従業員と企業、それぞれに対し、就労継続のために必要な情報
をまとめた資料を作成し、がんについて正しく理解することで、治療
と仕事の両立が可能となるよう呼びかけていきます。

県
　県内の事業所約3,000社を対象として、従業員が私傷病になった際の規定の
有無や、対応方法等についての実態調査を実施し、仕事と治療の両立支援にお
ける課題の把握及び改善に努めている。

　就労継続のために必要な情報や治療と仕事の両立が可能であることを従業員
と企業に周知できるよう、企業向けリーフレットの作成を予定しており、内容につ
いて協議している。企業向けリーフレットの作成後は関係団体に配布及び千葉
県ホームページ、千葉県がん情報「ちばがんなび」、がんサポートブック等に情
報を掲載し、従業員と企業へ就労継続のために必要な情報を提供するととも
に、事業者への働きかけについて検討する。

がん患者が就労継続しやすい環境を整えるため、企業に対して
実態調査を行い、そこから得られた課題について対策を検討して
いきます。

県

　令和元年度に行った「がん患者の就労支援に関する事業所実態調査」の結果
から、仕事と治療を両立できる職場づくりの必要性についての意識から行動へ
繋げる難しさや、正規雇用と非正規雇用の復職状況の差など、様々な問題が明
らかとなったため、関係機関とともに対策について協議している。

　問題や課題等の改善がみられているのか、企業に意識がしっかり浸透してき
ているかなどを確認するため、継続して実態調査を行っていく。

厚生労働省千葉労働局等と協働し、就労支援に関する情報を提供

就労支援に関する相談支援体制の周知と充実

③
就
労
支
援
の
充
実

復職・就労支援に関する企業向けの情報提供

就労に関するニーズや課題についての実態調査



3-6

用いる調査

計画改定時点 目標 目標年度 現状値 達成状況

評価

　病院を受診する早期の段階で、がん相談支援センターの案内を行うこと、また、気軽に
利用できることを認知していただく必要がある。

課題を踏まえた具体的な取組

　引き続き、千葉県ホームページ、千葉県がん情報「ちばがんなび」、がんサポートブッ
クにおいてがん相談支援センターについて紹介し、各がん診療連携拠点病院の院内各所に
おいては、相談支援センターの案内を掲示する。また、千葉県がん情報「ちばがんなび」
の認知度の向上を図る。

目標達成等に必要な課題

【がんとの共生】

個別目標 がん相談支援センターの認知度

千葉県がん対策に関するアンケート調査（千葉県）

６０％
(平成29年度)

増加する
令和5年度

（平成35年度）
５８％

（令和2年度)
やや悪化

取　組　状　況

　千葉県ホームページ、千葉県がん情報「ちばがんなび」、がんサポートブックにおいて
がん相談支援センターについて紹介するとともに、各がん診療連携拠点病院においては、
院内の各所に相談支援センターの案内を掲示する等、認知度の向上に努めている。

コメント

Ｂ
　国立がん研究センターが実施した「患者体験調査」においても、がん
相談支援センターを知っていると回答した方が３分の２にとどまってお
り、やや悪化傾向である。



計画最終年度までの目標（案）

　がん相談支援センターは、がんの治療に関する一般的な情報のほか、療養生活、在宅療
養する場合の連携する地域の医療機関に関する情報、就労に関することなど、幅広い分野
で相談が行えるよう設置されており、がん対策全般において、不可欠な機関であるため、
引き続き、がん相談支援センターの認知度の増加を目標としたい。

調査結果等

・がん相談支援センターの認知度（千葉県がん対策に関するアンケート調

・がん相談支援センターの認知度（患者体験調
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用いる調査

計画改定時点 目標 目標年度 現状値 達成状況

評価

　気軽に利用できることについて、病院を利用する患者への認知が足りていないため、効
果的な周知を行っていく必要がある。

課題を踏まえた具体的な取組

　引き続き、病院を利用する患者やそのご家族だけでなく、地域の住民も気軽に相談でき
ることや、対面だけでなく電話での相談にも応じていることを、千葉県ホームページ、千
葉県がん情報「ちばがんなび」、がんサポートブックにおいて周知する。また、千葉県が
ん情報「ちばがんなび」の認知度の向上を図る。

目標達成等に必要な課題

【がんとの共生】

個別目標 がん相談支援センターの相談件数

がん診療連携拠点病院現況報告書

６４,５５７件
（H27.1.1～12.31）

増加する
令和5年度

（平成35年度）
４９，７３３件

（H30.1.1～12.31）
未評価

（特殊事情あり）

取　組　状　況

　病院を利用する患者やそのご家族だけでなく、地域の住民も気軽に相談できることを周
知するとともに、対面だけでなく電話での相談にも応じている。

コメント

Ｂ
　国立がん研究センターの患者調査において、がん相談支援センターを
利用しなかった理由として、相談したいことはなかったと回答した方が
６割となっている。



計画最終年度までの目標（案）

　がん相談支援センターは、がんの治療に関する一般的な情報のほか、療養生活、在宅療
養する場合の連携する地域の医療機関に関する情報、就労に関することなど、幅広い分野
で相談が行えるよう設置されており、がん治療及び共生において、重要な役割を担ってい
るため、引き続き、計画策定時点より、相談件数を増加させることを目標としたい。

調査結果等

・がん相談支援センターの満足度（患者体験調査）

R3現況報告 相談総件数 新規患者相談件数

01千葉県がんセンター 2,749 1,631

02千葉大学医学部附属病院 9,814 9,736

03千葉医療センター 472 157

04船橋市立医療センター 1,573 1,062

05東京歯科大学市川総合病院 1,316 404

06順天堂大学医学部附属浦安病院 673 280

07松戸市立総合医療センター 1,078 400

08東京慈恵会医科大学附属柏病院 1,195 675

09日本医科大学千葉北総病院 1,556 826

10旭中央病院 3,910 510

11亀田総合病院 1,267 1,197

12君津中央病院 1,792 540

13千葉労災病院 2,272 353

14さんむ医療センター 419 88

15国立がん研究センター東病院 19,647 5,182

49,733 23,041

・がん相談支援センターの相談件数（H30.1.1～12.31）



3-8

用いる調査

計画改定時点 目標 目標年度 現状値 達成状況

評価

　国立がん研究センターの患者調査より、がん相談支援センターを利用しなかった理由と
して、相談したいことはなかったに次いで、何を相談する場なのかわからなかったと回答
している方がいることから、がん相談支援センターが、がんに係る広範囲の相談に対応し
ている機関であることを周知していく必要がある。

課題を踏まえた具体的な取組

　千葉県ホームページ、千葉県がん情報「ちばがんなび」、がんサポートブックにおいて
がん相談支援センターについて紹介するとともに、がんに係る広範囲の相談に対応してい
る機関であることを周知していく。また、「ちばがんなび」の認知度の向上を図る。

目標達成等に必要な課題

【がんとの共生】

個別目標 がん相談支援センター利用者の満足度

千葉県がん対策に関するアンケート調査（千葉県）

９１％
(平成29年度)

増加する
令和5年度

（平成35年度）
８５％

（令和2年度）
やや悪化

取　組　状　況

　信頼できる情報に基づいて、がん専門相談員が病院を利用する患者やそのご家族だけで
なく、一般の方や、他の病院を利用する方にも広く対応するとともに、対面だけでなく電
話での相談にも応じるなど、環境の充実を図っている。

コメント

Ｂ
　国立がん研究センターの患者調査においても、がん相談支援センター
を利用して役に立ったと回答した方が７割にとどまっており、やや悪化
傾向である。



計画最終年度までの目標（案）

利用者の満足度は、がん相談支援センターという機関に対する評価となり、認知度、相談
件数などにもつながるため、引き続き、がん相談支援センター利用者の満足度の増加を目
標としたい。

調査結果等

・がん相談支援センターの満足度（千葉県がん対策に関するアンケート調

・がん相談支援センターの満足度（患者体験調査）
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用いる調査

計画改定時点 目標 目標年度 現状値 達成状況

評価

　新型コロナウイルス感染症による影響を踏まえたうえでの今後の対応を検討していく必
要がある。

課題を踏まえた具体的な取組

　引き続き、リモートによるサロンを開催していくとともに、対面によるサロンの再開も
検討し、リモートと両方を活用しながら、さらに幅広く多くの患者に対応していき、サロ
ンの充実を図る。

計画最終年度までの目標（案）

　ネット環境や通信環境によりサロンへの参加が難しい患者や、十分なサポートが行えな
い等のリモートによる問題を解決できるよう、新型コロナウイルス感染症による影響等を
考慮しながら、14病院で対面によるサロンを再開することを目標としたい。

目標達成等に必要な課題

【がんとの共生】

個別目標 ピア・サポーターの活動の場

「ピア・サポーターズサロンちば」の開催実績

１４病院で
サロン開催

（平成29年度）
増加する

令和5年度
（平成35年度）

１４病院
（令和元年度）

ほぼ横ばい

取　組　状　況

　令和2年8月から新型コロナウイルス感染症の影響により、リモート開催へと切り替え、
「千葉県がんセンター　千葉県地域統括相談支援センター」を事務局に、月に2日開催し
ている。また、その他病院でもパソコン等の操作が出来ない患者をサロンへ繋げる等のサ
ポートを行っている。

コメント

Ｂ
　新型コロナウイルス感染症の影響により、一時サロンを中止していた
が、その後リモートへ切り替え再開しており、現状はほぼ横ばいであ
る。



調査結果等

年度 回数 開催日 開催場所
ピア・

サポーター数
相談者数

31 31年度 第138回 H31.4.23 千葉県がんセンター 10 3 内実習3

31 第139回 R1.5.11 東邦大学医療センター佐倉病院 11 17 内実習4

31 第140回 R1.5.31 順天堂大学医学部附属浦安病院 10 11 内実習3

31 第141回 R1.6.12 船橋市立医療センター 11 14 内実習4

31 第142回 R1.6.28 千葉県がんセンター 9 6 内実習2

31 第143回 R1.7.23 東京歯科大学市川総合病院 9 7 内実習2

31 第144回 R1.7.30 国立がん研究センター東病院　 10 17 内実習3

31 第145回 R1.8.7 さんむ医療センター 10 4 内実習3

31 第146回 R1.8.27 千葉県がんセンター 9 8 内実習3

31 第147回 R1.9.2 順天堂大学医学部附属浦安病院 11 4 内実習4

31 第148回 R1.9.27 亀田総合病院 9 7 内実習3

31 第149回 R1.10.4 君津中央病院 10 7 内実習3

31 第150回 R1.10.17 成田赤十字病院 10 4 内実習3

31 第151回 R1.11.5 千葉県がんセンター 9 6 内実習3

31 第152回 R1.11.14 船橋中央病院 10 2 内実習4

31 第153回 R1.11.29 日本医科大学千葉北総病院 10 16 内実習3

31 第154回 R1.12.5 千葉医療センター 11 11 内実習4

31 第155回 R1.12.16 旭中央病院 8 13 内実習3

31 第156回 R2.1.10 千葉県がんセンター 8 8 内実習1

31 第157回 R2.1.20 順天堂大学医学部附属浦安病院 10 5 内実習3

31 第158回 R2.2.6 東京慈恵会医科大学附属柏病院 10 10 内実習3

31 中止 R2.2.28 千葉大学医学部附属病院 中止（コロナ）

31 中止 R2.3.5 国立がん研究センター東病院　 中止（コロナ）

31 中止 R2.3.17 千葉徳洲会病院 中止（コロナ）

31 小計 21 205 180

2 令和2年度 中止 R2.4.21 千葉県がんセンター 中止（コロナ）

2 中止 R2.5.7 順天堂大学医学部附属浦安病院 中止（コロナ）

2 中止 R2.5.29 日本医科大学千葉北総病院 中止（コロナ）

2 中止 R2.6.15 旭中央病院 中止（コロナ）

2 中止 R2.6.29 船橋市立医療センター 中止（コロナ）

2 中止 R2.7.15 東京歯科大学市川総合病院 中止（コロナ）

2 中止 R2.7.28 国立がん研究センター東病院　 中止（コロナ）

2 中止 R2.8.5 さんむ医療センター 中止（コロナ）

2 第159回 R2.9.16 リモートサロン 3 1 内実習1

2 第160回 R2.10.8 リモートサロン 3 1 内実習1

2 第161回 R2.10.14 リモートサロン 3 1 内実習1

2 第162回 R2.11.6 リモートサロン 3 2 内実習1

2 第163回 R2.12.7 リモートサロン 3 2

2 小計 5 15 7

3 3年度 第164回 R3.4.6 リモートサロン 3 1

3 第165回 R3.4.26 リモートサロン 3 1

3 第166回 R3.5.31 リモートサロン 6 2

3 第167回 R3.6.17 リモートサロン 6 2

3 第168回 R3.6.29 リモートサロン 6 1

3 第169回 R3.7.27 リモートサロン 3 2

3 第170回 R3.8.12 リモートサロン 6 2

3 第171回 R3.9.30 リモートサロン 6 1

3 第172回 R3.10.14 リモートサロン 3 1

3 第173回 R3.10.26 リモートサロン 3 1

3 第174回 R3.11.11 リモートサロン 3 1

3 第175回 R3.11.29 リモートサロン 3 1

3 第176回 R3.12.13 リモートサロン 4 1

3 小計 13 55 17

合計 176回 1,494 1,604

ピア・サポーターの活動

・「ピア・サポーターズサロンちば」開催実績（H31～R3）
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用いる調査

計画改定時点 目標 目標年度 現状値 達成状況

評価

　「千葉県のがん対策に関するアンケート」において、「千葉県がん情報 ちばがんな
び」について、知らないと回答した方の割合が2割程度だが増加傾向ではあることから、
県民への認知度を向上させるよう、効果的な周知を行っていく必要がある。

課題を踏まえた具体的な取組

　引き続き、国、国立がん研究センターがん対策研究所、医療機関、市町村、患者会等と
連携し、さらに地域住民やがん患者のニーズに合わせた情報を充実させ、発信していくと
ともに、「千葉県がんサポートブック」を発行し、関係機関へ配布する。

目標達成等に必要な課題

【がんとの共生】

個別目標 「千葉県がん情報　ちばがんなび」の認知度の増加

千葉県がん対策に関するアンケート調査

１７％
（平成29年度）

増加する
令和5年度

（平成35年度）
１９．３％

（令和2年度）
概ね順調

取　組　状　況

　国、国立がん研究センターがん対策研究所、医療機関、市町村、患者会等と連携し、情
報を発信するとともに、毎年「千葉県がんサポートブック」を発行し、関係機関へ配布す
る等、認知度の向上に努めている。

コメント

Ａ 　「千葉県がん情報　ちばがんなび」の認知度は増加しており、目標を
達成している。



計画最終年度までの目標（案）

　「千葉県がん情報　ちばがんなび」は、がんと診断されたり、治療を受ける際に役立つ
情報が掲載されているなど、がん治療及び共生において有用であることから、引き続き、
「千葉県がん情報　ちばがんなび」の認知度の増加を目標としたい。

調査結果等

・ちばがんなびの認知度（千葉県がん対策に関するアンケート調査）


